










美味しいでしょう！みなべの産物を全国へ

NEWS

開場とともに多くの来場者が訪れました

 今年も観梅期間中の２月10日、11日
の２日間、南部梅林内の梅林公園で、
「梅酒コレクション2013ｉｎみなべ」が
開催されました。
　 町は「紀州みなべ梅酒特区」に認定されたことをきっかけに、梅酒をもっと
皆さんに知っていただき、青梅の消費拡大につなげようと、全国各地から多く
の方が訪れてくれる観梅時期に開催しており、今回で４回目となります。
　会場には、全国各地の梅酒１９０種類が並べられ、梅酒の香りや味を楽し
んでいました。

どれから飲んでみようかな？
自慢のラベルを見比べるのも楽しいです。

「第４回梅酒コレクションinみなべ」＆
「オールみなべの物産展」を開催

　10日には町の物産を紹介する「オールみなべの物産展」が開催され、海産物の販
売や梅ジュース作りの体験・試飲、梅干しの試食、紀州備長炭で焼いたウルメイワシ
や梅干し入の梅もちが振舞われました。
　また11日には毎年恒例の梅料理キャンペーンが行われ、梅料理研究会が作った梅
料理の試食は、今年も大好評で順番待ちの長い列ができました。
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上中梅林太鼓 南高吹奏楽部

春はそこまで　みなべの郷が梅の花のじゅうたんに

　南部梅林、岩代大梅林へは、今年も多くの観梅客が早い春を求めて訪れています。
　梅の花も見頃に近づいた９日～11日の三連休には、両梅林で様 な々催しが行われ、梅の花とともに、その催しを楽しむ
人々で賑わっていました。
　南部梅林の公園内に作られた舞台では、観梅協会の依頼でイラストレーターの松下恭子さん（埴田）が制作した、南
高梅の歴史を紹介する紙芝居「南部梅林の話」が上演されたり、お茶席やもち投げなども行われました。
また、11日には、梅供養も行われ、梅の基礎を築かれた先人や梅を消費してくれている皆さんへ感謝すると共に、梅産業

のますますの発展を願いました。
　岩代大梅林では、ひかり保育
園児の可愛いいよさこい踊りや、
獅子舞、もちつきなども行われまし
た。また、今年も「夜梅祭」と題し、
梅の花がライトアップされ、昼間と
はまた違った花の風情がみられ
ました。

中学生・高校生も
梅林で大活躍
　２月２日、上南部中学２年生の
皆さんが南部梅林で、みなべの
美しい風景をバックに紀州梅林
太鼓を披露しました。
　春を思わせるような暖かい天
気の中、前半２曲は女子生徒が、
後半２曲は男子生徒が音楽に合
わせて力強いバチさばきで、梅林中に太鼓の音が響き渡りました。
　２月９日には、南部高校吹奏楽部の皆さんがチームワーク良く、元気で楽しい演奏を聞かせてくれました。観客も音楽
に合せて手拍子をうち、舞台と一体となった楽しいひとときを過ごしました。

寒さも忘れスキーに夢中！　雪と友達になりました

　体育協会では、２月３日、アップかんなべスキー場（兵庫県）で、スキー教
室を実施しました。参加したメンバー２８名は、久保正一さん（高野）と、尾
田賢治さん（東本庄）にスキーやスノボーの滑り方の基本を指導してもらっ
た後、慣れない雪と格闘しながら、楽しい１日を過ごしました。

地震や津波はなぜ起こるの?　紙芝居で防災のお勉強

　１月２２日、白梅幼稚園で防災勉強会が行われました。役場総務課の職
員が講師を務め、「地震や津波はなぜ起こるのか」などを勉強しました。ま
た質問形式の紙芝居では「デパートで地震が起こった時どうする」などの
質問に、みんな元気に手を挙げて答えてくれました。
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　コルチャク先生の孤児院です

ごしたブルムカの日記。わずかな

文字と細やかな絵から、先生が

色んなつらさを抱えたひとりひとり

の子どもをどんなに愛したかが

伝わり、胸が熱くなります。

●いつか帰りたいぼくのふるさと

（大塚敦子）●力の事典（大井

喜久夫ほか）●イチョウの大冒

険（セール）●動物おもしろカミカ

ミうんち学（岡崎好秀）●ヘリオッ

ト先生と動物たちの８つの物語

（ヘリオット）●お面（井上重義）

●きかんしゃがとおるよ（ワイス

ガード）●小さなミンディの大か

つやく（マクリントック）

ゆめよみ館・子ども向け

 八木重吉の三行詩「草にすわ

る」ほか、谷川俊太郎、川崎洋、

工藤直子らの詩を編んだ詩集

です。生きる喜びや四季の巡り、

自然の恵みを感じさせてくれる、

よりすぐりの詩は、心に深く沁み

入り、やさしく励ましてくれます。

●おもかげ橋（葉室麟）●ちょう

ちんそで（江國香織）●クラウド 

アトラス上下（ディヴィッド・ミッチェ

ル）●はじめての傾聴術（古宮

昇）●農薬・防除便覧（米山伸

吾ほか）●箱のおりがみ（布施

知子）●新しい認知症ケア介護

編（三好春樹）●北の無人駅か

ら（渡辺一史）

ゆめよみ館・大人向け

　チェコのグリムといわれるエル

ベンの収集した、13話の昔話集。

テンポよく進むお話に、ハラハラド

キドキ。グリムの昔話などでおなじ

みのお話も入っています。挿絵や

表紙裏のデザインなど、とても雰

囲気のある素敵な一冊です。

●NO.6 beyond（あさのあつこ）

●小公女（バーネット）●パンが

いっぱい（大村次郷）

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
3月13日（水）午後3時から

　震災から２年。東北の方達のことを深く心に刻み、私たち
ができることや地震や津波などの自然災害のこと、原子力
発電のことなどを考えてみませんか。

3月のゆめよみ館テーマ展示

「忘れない ３・１１」　

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

1階

　あの日から２年たつのに、いろいろなことが前に進んでい
ないようです。いつ、だれにふりかかるか分からない災害。だ
いじなことを、家族であれこれ話しあってみませんか。

「わすれない ３・１１」2階
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通 信

２日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　 おはなし会（14:00～）

４日（月）休館

９日（土）おはなし会（14:00～）

11日（月）休館

12日（火）梅の里カメラクラブ写真展

　　～24日（日）

14日（木）ちいさいひとのための

おはなし会（0～3歳）（10：30～）

16日（土）おはなし会（14:00～）

18日（月）休館

20日（水）休館（春分の日）

23日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　  おはなし会（14:00～）

25日（月）休館

28日（木）ちいさいひとのための

おはなし会（0～3歳）（10：30～）

29日（金）休館（月末休館日）

30日（土）おはなし会（10:30～）

4月1日（月）休館

ゆめよみ館・3月のカレンダー

●阪神の四番 七転八起（荒井

貴浩）●お母さんのための子供

のデジタルマナーとしつけ（中元

千鶴）●何者（朝井リョウ）

　全４回の講座には、21
名のみなさんがご参加く
ださいました。グループを
作っての演習もあって、
和気あいあいの勉強会
でした。

ボランティア養成講座

梅の里カメラクラブ写真展　

　例年通り、清川・高城・上南部・ゆめよみ館で行いますので、どう
ぞお越しください。（日程未定）

　みなべや名所・旧跡の風景などを切り取った、みなさんの力のこ
もった作品をぜひご覧下さい。

春休み・本の巡回展示とおはなし会

日時　３月12日（火）～24日（日）
場所　ゆめよみ館１階　展示コーナー
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※井之台団地は、芝崎会館横。清川団地は、清川小学校の川向かいです。
※収入基準(月額) ＝(申込者及び同居する親族全員の平成23年分合計所得－公営住宅法で定める世帯控除額)÷１２
※裁量世帯とは、○申込者が昭和31年4月1日以前生まれで、かつ、同居する親族のいずれもが昭和31年4月1日以前生まれ
　　　　　　　　又は18歳未満である世帯
　　　　　　　○申込者又は同居する親族が、身体障がい者手帳（１～４級）の交付を受けている世帯
　　　　　　　○同居する親族に小学校就学前の子どもがいる世帯　など

■募集期間

① １年以上みなべ町内に住所又は勤務場所を有すること。ただし、清川団地は、Ｕ・Ｊ・Ｉターン者も申し込みできます。
③ 現に同居し、又は同居しようとする親族がいること。
④ 市町村税又は町営住宅の家賃を滞納していない者であること。
⑤ 現に住宅に困窮していることが、明らかな者であること。
⑥ 申込者又は現に同居し、若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。

■資格要件

① 入居申込書、宣誓及び同意書　＊用紙は、建設課（役場２階）にあります。
② 申込者及び同居する親族全員の住民票
③ 申込者及び同居する親族全員の平成24年度所得証明書
④ 申込者及び同居する親族全員の市町村税に未納がない証明書
⑤ その他、町が必要とする書類

■必要書類

　募集締め切り後、町営住宅選考委員会で審査を行い、入居順位を決定します。ただし、入居順位が決め難い
場合は、抽選対象世帯による公開抽選を行います。

■選考方法

　申込み資格要件に該当しない場合や、提出書類に不備がある場合は受け付けできません。
　申込みを希望される方は、事前に建設課で資格要件、必要書類等をご確認下さい。

■その他

■申込書類提出先

団地名 建設
年度

募集
戸数

入居対象
世帯員数構　造 間取 家賃(月額) 駐車場 入居収入基準

準耐火２階建
集合住宅

15,700円～
20,700円

月　額　 114,000円以下
(裁量世帯　139,000円以下)

月　額　 158,000円以下
(裁量世帯　214,000円以下)

17,900円～
35,200円

平成
23年

平成
13年

木造２階建

井之台 ２ＤＫ １戸 ２人以上

２人以上

有

有１戸３ＤＫ清　川

建設課（℡74－3335）からお知らせ

■入居募集住宅

平成25年3月4日（月）～3月15日（金）

みなべ町役場 建設課　午前8時30分～午後5時15分まで（土・日曜日を除く）

町営住宅の入居者を募集します
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平成25年度　狂犬病予防集合注射について

　飼い犬の登録と狂犬病予防注射を、下記の日程で実施しますので、
生後９１日以上の犬を飼われている方は、最寄りの場所で受けてください。

①注射の事故を防ぐため犬を保定（押さえる）できる方が連れて来てください。
②犬は健康体であることが前提です。（注射前１週間は、普段どおり調子のいいことを目安にしてください。）
③次の犬は最寄りの動物病院でご相談の上、注射を受けることをおすすめします。
●注射の日に押さえられる人がいないとき　●慢性的病気を持っている犬　●最近治療や予防などの処置を受
けた犬　●興奮しやすい性格の犬　●妊娠または発情などで普段と違う状態にある犬

狂犬病は依然として世界中の国々で発生しています。
万が一の発生時に、大流行を防ぐために、次の２つがとても大切で、法律で義務づけられています。
①犬を登録する（登録は生涯１回です）②狂犬病予防注射は、毎年１回、必ず接種する
※犬の登録は、集合注射当日に出来ますが、混雑が予想されるため、前もって住民環境課で登録を済まされるこ
とをおすすめします。また、飼い犬が死亡したときや、犬の所在地、所有者の住所など、登録内容を変更したときも
住民環境課に届出が必要です。

注射に来られる方へ『注意事項』

『狂犬病』は怖いんです！

住民環境課（℡72－2161）からお知らせ

堺区民センター前

芝崎会館前

中川進物店様前

筋会館前

山内会場前

岩代駅前

南道会館前

はあと館前

熊瀬川旧集出荷場

天宝橋

滝会場前

高城公民館前

東神野川会場前

大野洋海様宅前

上軽井川会館下

清川公民館前

名之内消防車庫横

旧受領集出荷場

六十川バス停

辺川会場前

西本庄区民会館前

東本庄幼児公園駐車場

ふれ愛センター前

介護予防センター前

みかへりや様駐車場

熊岡会場前

役場駐車場

13：30～13：50

14：05～14：20

14：35～15：05

15：20～15：40

13：30～13：55

14：10～14：40

14：55～15：10

15：20～16：00

 9：30～10：00

10：10～10：35

10：45～10：55

11：05～11：25

12：40～12：55

13：10～13：30

13：45～14：00

14：10～14：35

14：45～14：55

  9：30～  9：45

  9：50～10：00

10：10～10：35

10：45～11：40

12：00～12：25

13：30～14：05

14：15～14：50

15：00～15：30

15：40～15：55

16：00～18：00

堺

芝　崎

東吉田

筋

山　内

西岩代

南　道

片　町

熊瀬川

高　野

滝

広　野

東神野川

木の川

軽井川

軽井川

名之内

地　区

場　　所
月　日 月　日時　間

4月15日
(月）

4月16日
(火）

4月17日
(水）

4月19日
(金）

4月18日
(木）

実施場所

東本庄

東本庄

東本庄

西本庄

東本庄

東本庄

晩　稲

晩　稲

熊　岡

芝

◎料　金　　《おつりの必要がないようにお願いします》

新 規 登 録 料

予防注射及び注射済票代

1頭につき　3,000円

※登録済みの犬は不要です。

1頭につき　3,120円

（内訳／予防注射代2,570円

注射済票代550円）

地　区

場　　所
時　間

実施場所
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３
月
末
ま
で
に
、国
民
健
康
保

険（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
、保
健
福
祉
課
か
ら
新
し

い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
へ

は
、新
し
い
保
険
証
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、古
い
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、４
月

１
日
〜
来
年
３
月
31
日
ま
で
１

年
間
で
す
。

　

但
し
、次
の
よ
う
な
場
合
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
制
度（※

）の
被
保

険
者
は
、一
般
被
保
険
者
に
変
わ

る
た
め
、
65
歳
の
誕
生
月
の
末
日

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
の
末

日
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、そ
の
被
扶
養
者
が
被
保
険

者
よ
り
若
い
場
合
は
、同
じ
有
効

期
限
に
な
り
ま
す
。

●
年
度
の
途
中
に
75
歳
に
な
る

方
は
、誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、75

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

保
険
証
は
、平
成
24
年
度
と

そ
れ
ま
で
の
国
保
税
の
全
部
ま

た
は
一
部
に
滞
納
の
あ
る
方
に
は

郵
送
で
き
ま
せ
ん
。

　

滞
納
の
あ
る
方
は
、保
健
福
祉

課
で
の
窓
口
交
付
と
な
り
ま
す
の

で
、窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。な

お
国
保
税
を
完
納
し
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
、保
険
証
の
期
限
が

１
年
未
満
の
短
期
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過
ぎ

て
滞
納
す
る
と
、保
険
証
を
返
し

て
も
ら
い
、「
資
格
証
明
書
」を
お

渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。資

格
証
明
書
は
、国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の

も
の
で
す
の
で
、医
療
機
関
で
受

診
す
る
時
は
、全
額（
10
割
）を

自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

国
保
税
は
、納
期
限
内
に
納
め

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。病
気
や
廃
業
等
や
む
を
得

な
い
事
情
で
納
め
る
の
が
難
し
い

と
い
う
方
は
、税
務
課
国
保
税
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

〜
74
歳
の
方
の
う
ち
、現
役
並
み

所
得
が
あ
る
方
以
外
の
方
の
医

療
費
は
、現
在
、政
府
に
よ
る
凍

結
措
置
に
よ
り
１
割
負
担
に
据

え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
１

割
負
担
で
据
え
置
か
れ
た
場
合

は「
高
齢
受
給
者
証
」（
ク
リ
ー
ム

色
）を
、３
月
中
ご
ろ
国
民
健
康

　

会
社
や
役
所
な
ど
を
退

職
し
て
年
金
を
受
け
る
65
歳

ま
で
の
方
と
そ
の
被
扶
養
者

が
加
入
し
ま
す
。こ
の
制
度
へ

の
加
入
に
は
、届
け
出
が
必

要
で
す
。対
象
に
な
る
が
ま

だ
未
加
入
と
い
う
方
は
、届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
滞
納
の
あ
る
方
に

は
郵
送
で
き
ま
せ
ん

納
税
が
困
難
と
い
う
方
は

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

国
保
加
入
の
70
歳
〜
74
歳
の

方
の
医
療
費
１
割
負
担
が
据
置

１
年
以
上
滞
納
す
る
と

保
険
証
の
代
わ
り
に

資
格
証
明
書
を
発
行

保
険
証
と
と
も
に
郵
送
し
ま
す
。

　

整
骨
院
や
接
骨
院
は
医
療
機

関
で
は
な
い
の
で
、国
家
資
格
を

持
つ
柔
道
整
復
師
が
施
術
す
る

場
合
で
も
、国
保
や
職
場
の
健
康

保
険
の
適
用
範
囲
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

る
の
は
、外
傷
性
の
負
傷
の
場
合

に
限
ら
れ
、内
科
的
原
因
に
よ
る

も
の
や
慢
性
的
な
症
状
等
に
は

使
え
ま
せ
ん
。

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
（
カ
ー
ド
）

を
お
届
け
し
ま
す

整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
に
か
か
る
と
き
は

「
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
」
で
は
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
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健康保険で施術が

受けられる場合 受けられない場合

　医師や柔道整復師に、急
性または亜急性（急性に次
ぐ）の外傷性の原因による骨
折や脱臼、打撲、ねんざ、挫
傷と診断されて施術を受け
たとき
●打撲　
●ねんざ
●挫傷（肉離れなど）
●骨折、脱臼の応急手当て
　（骨折・脱臼は応急手当の
　場合を除き、医師の同意
　が必要）

●慢性的な肩こりや筋肉疲労
●スポーツによる筋肉疲労・筋
肉痛
●病気（神経痛、リウマチ、五
十肩、関節炎、ヘルニアなど）
が原因の痛みやこり
●脳疾患後遺症などの慢性病
や、症状の改善がみられない
長期の施術
●保険医療機関（病院、診療所
等）で同じ負傷等の治療中の
もの
●労災保険が適用となる仕事
中や通勤途上での負傷

※

国
保
の
退
職
者
医
療
制
度



　

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、移
植
医
療
に
関

す
る
啓
発
や
知
識
の
普
及
を
進

め
る
た
め
、み
な
さ
ん
に
お
届
け

す
る
保
険
証
の
裏
面
に
、臓
器
提

供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
を
設

け
て
い
ま
す
。意
思
表
示
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

就
学
や
転
勤
な
ど
で
他
の
市

町
村
に
住
む
と
き
、就
職
な
ど
で

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
や
退
職
な
ど
で
脱
退
し
た

と
き
は
、14
日
以
内
に
国
保
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

高額な外来診療を受ける皆さまへ

＊「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きになります。
（高額療養費の支給申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、ご加入の健康保険組
合などから支給されます）

(※) 窓口支払いの上限額（月当たり）は、
所得に応じて異なります。

これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担
限度額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、「認定証」などを提示す
れば、限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。

保
険
証
の
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
・
４
月
は
、

入
学
・
就
職
・
退
職
な
ど
、

何
か
と
忙
し
い
季
節
で
す
。

国
保
の
手
続
も

お
忘
れ
な
く
！
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「認定証」などを提示すれば、
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます

健康保険組合など

事前に
①認定証の申請

③認定証を提示
　窓口支払いが
　一定上限額に(※)

②認定証の交付

病院・薬局など高額の外来診療を受けたとき

●７０歳未満の方
●７０歳以上の非課税世
　帯等の方

７０歳以上７５歳未満で、
非課税世帯等ではない方

高額な外来診療受診者 事前の手続 病院・薬局などで

７５歳以上で、
非課税世帯等ではない方

加入する健康保険組合などに
「認定証」(限度額適用認定証)
の交付を申請してください

必要ありません

必要ありません

「高齢受給者証」を窓口に提示
してください

「認定証」を窓口に提示
してください

「後期高齢者医療被保険者証」
を窓口に提示してください



　

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

は
、障
が
い
が
あ
り
自
宅
で
生
活

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
額
は
月
額
４
０
０
０
円
、

９
月
と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支

払
わ
れ
ま
す
。）

■
対
象
者

●
20
歳
以
上
で　

●
１
年
以
上

み
な
べ
町
に
住
ん
で
お
り　

●
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
、次

の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４

級
の
い
ず
れ
か
を
持
って
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
・Ｂ
の
い
ず
れ
か

を
持
って
い
る

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
〜
３
級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ

て
い
る

■
受
給
制
限

　

収
入
制
限（
74
万
４
１
０
０
円

以
下
）が
あ
り
ま
す
。

（
例　

国
民
年
金
障
害
基
礎
年

金
１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、年
金
額
が
制

限
額
を
超
え
る
の
で
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
）

　

こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
が
、ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

と
い
う
方
は
、

●
上
記
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の

手
帳　

●
印
鑑　

●
国
民
年
金

な
ど
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
年
金
支
払
い
通
知
書
な
ど
を

持
っ
て
、保
健
福
祉
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
す
で
に
申
請
を
済

ま
せ
て
い
る
方
は
結
構
で
す
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、次

の
お
子
さ
ん（
20
歳
未
満
）を
、家

庭
で
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

但
し
、受
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
対
象
児
童

●
身
体
や
知
的
、ま
た
は
精
神

に
、政
令
で
認
め
る
以
上
の
障
が

い
が
あ
る

●
長
期
に
わ
た
っ
て
、安
静
を
必

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ

る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、子

ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

■
支
給
要
件
に
つ
い
て

　

次
の
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
子
ど
も（
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
、最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
、ま
た
は
20
歳
未

満
で一
定
の
障
が
い
の
あ
る
者
）を

監
護
し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子

ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
子
ど
も

⑤
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子

ど
も

⑥
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
が
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、父

ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
、婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
な
ど
）

※

請
求
者
や
子
ど
も
が
公
的
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
と
き
や
、

子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
な
い
と
き
、児
童
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
に

つい
て
は
、ご
相
談
下
さ
い
。

■
平
成
24
年
度
手
当
額（
月
額
）

　

受
給
者
が
監
護
・
養
育
す
る

子
ど
も
の
数
や
、受
給
者
の
所
得

等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

●
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
１
４
３
０
円

一
部
支
給　

９
７
８
０
円
〜
４
１

４
２
０
円

●
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
加
算
額　

５
０
０
０
円
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き　

３
０

０
０
円

※

所
得
制
限
が
あ
り
、所
得
制

限
を
超
え
た
場
合
は
、全
額
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。ま
た
、扶

養
義
務
者（
同
居
の
直
系
血
族

お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）が
い
る
場
合

は
、そ
の
方
の
所
得
審
査
も
あ
り

ま
す
。

＊
く
わ
し
く
は
、住
民
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

我
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い

い
愛
犬
の
た
め
に
、き
ち
ん

と
し
つ
け
し
、ま
た
飼
い
主

と
し
て
の
マ
ナ
ー
と
義
務
を

守
り
ま
し
ょ
う
。　

愛
犬
と
の
外
出

時
は
フ
ン
を
持

ち
帰
る
袋
を
お

忘
れ
な
く
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
へ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
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要
と
す
る
病
状
に
あ
る

■
受
給
制
限

●
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、除
か
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

＊
く
わ
し
く
は
、保
健
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　

平
成
24
年
分
の
所
得
税
と
贈

与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、町

県
民
税
の
申
告
は
、
３
月
15
日

（
金
）ま
で
で
す
。

　

町
で
は
、最
終
日
ま
で
役
場
で

申
告
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
、申
告
会
場
は
混
雑
し

ま
す
の
で
、申
告
書
や
収
支
内
訳

書
な
ど
を
、自
分
で
責
任
を
も
っ

て
正
確
に
記
入
し
て
き
て
い
た
だ

く
と
、早
め
に
済
ま
せ
ら
れ
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
期
限
は
、４

月
１
日（
月
）で
す
。（
申
告
は
御

坊
税
務
署（
℡
０
７
３
８
│
22
│

０
６
９
５
）へ

　

納
税
は
、口
座
振
替
で
も
で
き

ま
す
。振
替
期
日
は
、所
得
税
確

定
申
告
分
が
４
月
22
日（
月
）、

消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
分
が
４
月
24
日（
水
）で
す
。

　

個
人
の
町
県
民
税
は
、そ
の
年

の
１
月
１
日
現
在
に
住
ん
で
い
る

市
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。例
え

ば
、平
成
25
年
１
月
２
日
に
み
な

べ
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
転
出
さ

れ
た
場
合
で
も
、そ
の
年
の
納
税

は
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
み
な

べ
町
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

①
前
年
中
の
各
種
所
得
の
な
い

人
。

②
前
年
中
の
所
得
の
全
部
が
給

与
所
得
等
だ
け
の
人
で
、そ
の
合

計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
の

人
。

※

こ
の
う
ち
平
成
２
年
１
月
２
日

〜
平
成
６
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の

人
は
特
定
扶
養
親
族
、昭
和
18

年
１
月
１
日
生
ま
れ
以
前
の
人

は
老
人
扶
養
親
族
に
該
当
し
ま

す
。

※

年
少
扶
養
親
族（
平
成
９
年
１

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）が

い
る
場
合
は
申
告
書
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
扶
養
控
除
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん（
平
成
24
年
度
よ

り
年
少
扶
養
控
除
は
廃
止
に
な

り
ま
し
た
）。　

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

で
す
。

　

な
お
、住
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、税
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
す
れ
ば
、税
額
な
ど
自
動

計
算
さ
れ
、所
得
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
等
が
作
成
で

き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
等
は
、郵

送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
が
、

ｅ
│
Ｔａｘ
を
利
用
す
れ
ば
、自
宅

な
ど
に
い
な
が
ら
、申
告
書
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
ま
す（
な

おｅ
│
Ｔａｘ
を
利
用
す
る
に
は
、

別
途
、電
子
証
明
書
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。）

　

く
わ
し
く
は
、御
坊
税
務
署

ま
た
は
役
場
税
務
課
へ
。

納
税
は
口
座
振
替
で

確
定
申
告
書
の
作
成
は

町
県
民
税
の

扶
養
控
除
と
な
る
人
は

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

町
県
民
税
の
納
税
は

　

軽
自
動
車
税
は
、生
活
保
護

法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
、身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方（※

）が
所
有
し
て
使
用
す
る

場
合
、申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
、４
月
１
日
か
ら

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
日（
平
成

25
年
度
は
４
月
30
日
）の
７
日
前

の
４
月
23
日（
火
）ま
で
で
す
。４

月
23
日
を
過
ぎ
た
場
合
の
減
免

申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。申
請
と
お
問

い
合
わ
せ
は
、役
場
税
務
課
へ
。

※

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

を
所
有
す
る
方

　平成25年３月30日から関空連絡橋を通行する
車両に対して、関空連絡橋の通行料金に加えて、
関空橋税１００円（関空連絡橋通行料金に障害
者割引が適用される方は５０円）が課税されます。
　支払い方法は、関空連絡橋の通行料金の支
払い時に一緒に徴収されます。
　皆様の御理解をよろしくお願いします。

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
と

町
県
民
税
の
申
告
は
３
月    

日
ま
で

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
、

４
月
１
日
〜
４
月　

日
ま
で

15

23
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泉佐野市からのお知らせ
空港連絡橋利用税（関空橋税）の

徴収を開始します

平成25年３月30日（土）
午前０時から



　

農
業
は
、自
然
の
影
響
を

直
接
的
に
受
け
る
こ
と
が

多
い
産
業
で
す
。

　

こ
の
た
め
、農
業
共
済

は
、農
業
者
が
不
慮
の
事
故

に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
の
あ

る
損
失
を
補
填
し
て
農
業

経
営
の
安
定
を
図
り
、農

業
生
産
力
の
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、国
の

政
策
保
険
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

風
水
害
、冷
害
及
び
干

害
等
の
自
然
災
害
や
病
害

虫
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
た
損

失
を
補
償
す
る
公
的
保
険

制
度
で
す
。災
害
へ
の
備
え

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、和
歌

山
南
部
農
業
共
済
組
合

（
℡
22
│
０
８
３
３
）へ
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ

か
ら
お
知
ら
せ

農
業
共
済
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

■加入申込期間

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

平
成　

年
度
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る

３
月
議
会
は
４
日
か
ら
開
会
予
定

25

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

『
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
』

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

〜 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で 

〜 

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
、平
成
25
年
第
１

回
町
議
会
定
例
会（
３
月
議
会
）

は
、３
月
４
日（
月
）か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

３
月
議
会
で
は
、平
成
25
年

度
の
町
政
の
運
営
に
あ
た
り
町

長
が
重
要
施
策
や
予
算
に
つ
い
て

表
明
す
る
施
政
方
針
や
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
の
当
初
予
算

な
ど
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す

る
案
件
の
審
議
の
ほ
か
、町
が
行

う
事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が

質
問
す
る「
一般
質
問
」も
行
わ
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
て
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

開
会
日
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、町
内
一
斉
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

も
し
、あ
な
た
が「
生
き
る
の

が
つ
ら
い
」と
思
っ
た
り
、悩
み
事

が
あ
っ
た
ら
、ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
ず
に
、ま
ず
は
相
談
し
て
下
さ

い
。一
緒
に
解
決
に
向
か
い
ま
し
ょ

う
。

　

相
談
は
、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

（
℡
74
│
３
３
３
７
）へ（
月
〜
金
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）

〔
気
づ
き
〕家
族
や
仲
間
の
変
化

に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

〔
傾　

聴
〕本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
し
、耳
を
傾
け
る

〔
つ
な
ぎ
〕早
め
に
専
門
家
に
相

談
す
る
よ
う
促
す

〔
見
守
り
〕温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、じ
っ
く
り
と
見
守
る

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

３
月
１
日
〜
７
日
は

　

春
先
は
、ま
だ
寒
さ
が
残
り
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
用
す
る

機
会
も
あ
り
ま
す
。住
宅
火
災

の
多
く
は
、た
ば
こ
や
コ
ン
ロ
な
ど

の
火
が
布
団
や
衣
類
な
ど
に
燃

え
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
て

い
ま
す
。そ
う
し
た
火
災
の
中
で

多
く
の
方
が「
逃
げ
遅
れ
」な
ど

に
よ
って
亡
く
な
って
い
ま
す
。

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
全
て
の

住
宅
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て

く
れ
る「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

を
、ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、至
急
設
置
し
て
下
さ
い
。

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な

ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す

﹇
３
つ
の
習
慣
﹈

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

●
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎

品
を
使
用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

﹇
４
つ
の
対
策
﹈
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果　樹　共　済
（みかん・うめ・
すもも等）

６月30日まで

園芸施設共済

随　　時



青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
検　査　室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応） ＊広報と一緒に「みなべん」コンテストの応募用紙や梅トラクイズ参加申込書
をお配りしていますので、ご応募ください。お待ちしています。　　　　　　

　13年ぶりに商工まつり「みなべあ
きんどカーニバル」が復活します。
地元ならではの食材を使った弁当
「みなべん」コンテストや梅トラクイ
ズ、町内園児らによるお遊戯発表、
ヒーローショー等の催しや、飲食・
物産コーナーも企画しています。

南部小学校グラウンド他

●日　時

●場　所

4月13日　 14日土 日

前回のカーニバルの様子

●自衛隊幹部候補生(一般(飛行を含む)・技術)

●歯科・薬剤科幹部候補生

●医科・歯科幹部自衛官

●予備自衛官補

応 募 資 格 平成26年４月１日現在、22歳以上26歳未満の方

平成25年５月11日(土)、12日(日)(飛行要員のみ)
大学教養課程修了程度

平成25年５月11日(土)
大学教養課程修了程度

平成25年５月17日(金)
筆記試験(小論文)、口述試験、身体検査

４月３日まで

４月12日～15日の間で何れか１日
筆記試験、口述試験、適性検査、身体検査

医師免許又は歯科医師免許を取得し、条件を満たす方

第１次試験

第１次試験

応 募 資 格

応 募 資 格

応 募 資 格

試　　　験

＊いずれも、受付期間は４月26日までです。

防衛省自衛隊は、平成25年度自衛官採用試験を次のとおり行います。

願書請求、その他お問い合わせは、自衛隊御坊地域事務所(℡0738-23-0020)または役場総務課へ。
自衛隊和歌山地方協力本部ホームページもご覧下さい。
 (http://www.mod.go.jp/pco/wakayama/)　

試　　　験

受 付 期 間

■歯科幹部候補生
平成26年４月１日現在、20歳以上30歳未満で学校教育法に基づく大学において
正規の歯学課程を卒業した方(平成26年３月卒業見込を含む)
■薬剤科幹部候補生
平成26年４月１日現在、20歳以上28歳未満で学校教育法に基づく大学において
正規の薬学課程を卒業した方(平成26年３月卒業見込を含む)

■一般公募
日本国籍を有し、18歳以上34歳未満の方
■技能公募
18歳以上で国家免許資格等を有する方

広報みなべ　2013.3

17

みなべあきんどカーニバル2013
復活！！

みなさ
んお誘い合わせ、ご来場下

さい

。

平成25年度自衛官採用試験のお知らせ










